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 論文審査の結果の要旨
 鈴木孝紀の論文は英文で4章からなっている。第一章では電導性発現に重要なπ電子の拡大
 と分子間相互作用の2つの性質を共有する新規な電子受容体の開発を目的とし,テトラシアノ
 キノジメタンに芳香環および複素芳香環の結合した約40種の電子受容体を系統的に合成すると
 ともに数多くの電導性アニオンラジカル塩を合成した。X線解析による分子,結晶構造の解明
 によりこれらのうち2個のチアジアゾール環の縮合したBTDAはこれら2つの性質を共有す
 るとともに高電導性錯体を与える事から優れた電子受容体である事を明らかにした。第二章で
 はアルキル置換アンモニウムを対イオンとする40種以上のBTDAアニオンラジカル塩を合成
 しBTDAのもつ特性が電導性発現や結晶構造にどのように反映するかを検討した。特徴的性
 質を有する3種の塩のX線解析からヘテロ原子問相互作用によって形成される特異的な結晶
 構造および電子構造の二次元性が電導性発現に極めて重要である事を明らかにした。第三章で
 はBTDAがベンゼン系芳香族化合物と包接作用を伴う錯体を生成する事を初めて見出し,包
 接機構と選択性発現機構を詳細に検討している。3種の錯体のX線結晶構造解析からBTDA
 の選択的包接作用はゲスト分子の電子供与体の形状に合わせて形成されるcavity形成による
 ものである事を明らかにした。また第四章では電子受容体であるナフトキノン類をノルボルナ
 ジエンに縮合した可視光活性なノルボルナジエン誘導体を合成しその光反応を詳細に検討し
 た。その結果,電子受容体の導入はノルボルナジエンのクワドリシクランヘの光環化反応に極
 めて有効である事を明らかにした。
 鈴木孝紀の周到な分子設計と考察に基ずく新規電子受容体に関する研究は今后の芳香族環の
 縮合した電子受容体の開発研究に重要な知見を与えるのみならず有機電導体の化学に重要な寄
 与をした。従って鈴木孝紀提出の論文は博士論文として適当であり,自立して研究活動を行な
 うに必要な高度な研究能力と学力を有する事を示している。よって鈴木孝紀提出の論文は理学
 博士の学位論文として合格と認める。
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